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第１回 摂津市立小中学校通学区域等審議会 議事要旨 

 

     日時：令和４年７月１日（金）19:00～21：05 

     場所：新鳥飼公民館 集会室 

■ 出席者 

(1) 委 員 島  善信 

白井 孝雄 

吉田 政和 

堀  善文 

中石 迪彦 

橋本 唯義 

池川 亜耶 

文字 鈴香 

橋本 祥代 

林 沙也加 

村木 一郎 

堤   薫 

榊 奈津子 

岩野 陽子 

河村 謙太 

小川 佳奈 

野本 憲宏 

若狭 孝太郎 

岡部 寿子 

千里金蘭大学 児童教育学科長 

大阪つくば開成高等学校長 

摂津市自治連合会副会長（鳥飼八防自治会長） 

鳥飼小学校区連合自治会（鳥飼中自治会長） 

鳥飼西小学校区連合自治会（鳥飼西睦自治会長） 

鳥飼東小学校区連合自治会（鳥飼八町自治会長） 

鳥飼小学校ＰＴＡ 

鳥飼北小学校ＰＴＡ 

鳥飼西小学校ＰＴＡ 

鳥飼東小学校ＰＴＡ 

第二中学校区青少年指導員 

第五中学校区青少年指導員 

鳥飼さつき園 園児保護者 

とりかいこども園 園児保護者 

とりかいひがし遊育園 園児保護者 

とりかい遊育園 園児保護者 

小中学校校長会（摂津小学校長） 

小中学校校長会（第三中学校長） 

小中学校校長会（第五中学校長） 

(2) 事務局 小林 寿弘 

河平 浩一 

松田 紀子 

藤原 崇裕 

井上 智之 

摂津市教育委員会 教育総務部長 

摂津市教育委員会 教育総務部参事兼学校教育課長 

摂津市教育委員会 教育政策課長 

摂津市教育委員会 教育政策課長代理 

摂津市教育委員会 教育政策課主幹兼総務係長 

 

■ 内容 

１．委嘱状交付式 

２．会長、副会長の選任 

３．諮問 

４．審議会の運営及びスケジュール案等について 

５．議事 

（１）鳥飼地域の市立小中学校の現状と課題について 

（２）鳥飼地域の学校再編に関する検討経緯について 

（３）その他 
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■ 配布資料 

（資料１）審議会スケジュール（案） 

（資料２）鳥飼地域の市立小中学校の現状と課題 

（資料３）鳥飼地域の学校再編に関する検討経緯 

（参考資料） 

・摂津市立小中学校通学区域等審議会規則 

・摂津市立小中学校通学区域等審議会委員名簿 

・諮問書 

 

１．委嘱状交付式 

 ○委嘱状の交付 

 

２．会長、副会長の選任 

 ○会長に島委員、副会長に白井委員を選出 

 

３．諮問 

 ○教育長より諮問読み上げ 

 

４．審議会の運営及びスケジュール案等について 

○事務局より資料１説明 

 

５．議事 

（１）鳥飼地域の市立小中学校の現状と課題について 

 ○事務局より資料２説明（～P.10） 

会  長： 現状と課題について事務局から説明があったが、いったん中断し、これま

でのところで質問等伺う。 

 

委  員： 鳥飼地域については、令和３年度に「鳥飼まちづくりグランドデザイン」

を策定し、地域や自治会でも地域活性化に向けて取り組んでいこうとして

いる。人口推計では、鳥飼地域の子どもの数が減少していくと説明があっ

たが、今後取組によって人口減少が緩やかになる、もしくは増加するとい

った視点をもって議論をしても良いか。 

 

会  長： 条件あるいは要因によって変動することがありえるという考えだと思う

が、様々な視点でご意見いただきたい。 

 

私から質問ですが、事務局として課題だと認識している点について補足が

あればお願いする。 

 



 

3 

 

事 務 局： 鳥飼東小学校では2027年に児童数が一桁になるクラスがあると推計されて

おり、2047年ごろからは児童数一桁のクラスが多くみられる。このように

児童生徒数が減ってきており、今後ますます減少する可能性があるという

ことが大きな課題だと考えている。 

 

会  長： それでは引き続き事務局より説明をお願いする。 

 

 ○事務局より資料２説明（P.11～） 

会  長： ありがとうございます。質問があればお伺いするが、その前に小規模校と

はどのような学校のことを言うのか。 

 

事 務 局： 文部科学省の基準によると「12学級以上18学級以下」が標準とされており、

こちらを割り込むと小規模校となる。 

 

委  員： 小学校の通学距離は、最大距離が設定されているか。 

事 務 局： 文部科学省によると小学校の通学距離は概ね４㎞までと規定されている。 

 

委  員： 国では通学距離は最大４㎞までと定義されているとのことですが、小学校

１年生と６年生では負担がかなり異なり、保護者としても心配になる。 

鳥飼東小学校では、住宅エリアと鳥飼北小学校側の会社が多くトラックな

ど交通量が多い地域もある。統合することによって交通量が多い地域を通

って通学する可能性もあるのではないか。 

鳥飼東小学校の北側の地域は、駅からも離れていて交通利便性は悪いが、

幼稚園と小学校と中学校が近いのが良い点だと思い引っ越してきた。幼稚

園から中学校まで継続して、地域や保護者の目が届く範囲で通学できる点

が良いと思っている。 

 

事 務 局： 通学距離は、地域の状況によって設定していく必要があるので、他市事例

も調べながら提案できるかと思う。 

 

会  長： それでは、委員の方々から順番にご意見や質問等いただければと思う。 

委  員： 諮問理由に、児童の教育環境に大きな影響を及ぼしており、早急に対応が

必要とあるが、具体的にどういう対応をしていったら良いか。 

 

委  員： 床面積はどのように決めているのか。 

委  員： 小規模校のメリット・デメリットについて、メリットもあるはずなので、

メリットを伸ばすことも大事だと思う。 
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委  員： 地域によっては、隣の小学校に通う方が通学距離が短いところもあるので、

そのあたりも含めて検討できれば良いと思う。 

 

委  員： 通学路によっては、街灯が少ない地域もあり交通量以外の安全性について

も考える必要があると思う。 

 

委  員： 地域の魅力づくりは大事だと思うが、人口推計を見ていると、統合や校区

変更を行っても、将来的には同じ課題に直面すると思う。 

 

委  員： 鳥飼地域で育った若い人たちと話をすると、子どもが産まれて鳥飼に住み

たいが住む場所がなく、周辺地域に住んでいるとの声を聞いた。鳥飼地域

の活性化は重要だが、人口推計を見ていると若い人が増えるのを待ってい

る時間がないのではないかと思う。 

 

委  員： 将来的な問題を解決する話し合いも必要だと思うが、早急に解決すべき課

題、学力面の問題でも早急に対応すべきことはあると思う。各小学校が連

携をして、ITなどを使い、早急に対応策を考えた上で、プラスして将来的

に人を呼び込むような何か特徴を出せる市になった方が、問題の解決につ

ながるとは思う。市として、どの課題に対して議論すればよいか提示して

もらえると議論は進むと思う。 

 

委  員： 人口が増えている鳥飼西小学校では、確かに新興住宅やお店等ができてい

るように思う。この審議会では、校区の調整をして改善をしていくのか、

それとも統合ありきで話をするのかが不明確なので、提示してほしい。 

 

委  員： 幼稚園や保育園の保護者は、小学校の児童数まで把握できていない人も多

いと思うので、情報開示等で現状の共有ができれば良いと思う。 

 

委  員： 摂津小学校は、児童数が現在943名の大規模校だが、運動会や入学式を複数

回に分けて実施しないといけない等、デメリットも生じている。学校には

適正な規模があると痛感しており、鳥飼地区の児童数や学級数を見て、や

はり適正な規模で学級、学校の教育活動を行うことが望ましいと思う。 

 

委  員： 第三中学校でも隣の中学校の方が近い生徒もおり、色々と検討したが校区

変更だけでは解決に至らず、鳥飼地域においても校区変更だけでは難しい

かと思う。一方で、人口推計を見ていると、中学校だと鳥飼地域では１中

学校にすることが適正のように見えるが、地域の方の意見を聞いていると

難しい点もあるかと思う。 
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委  員： 第五中学校は、小規模校ではあるが魅力ある学校づくりということで、市

外から視察に来られたこともある。 

鳥飼小も鳥飼東小も異学年交流というのが非常に盛んであり、地域でもす

こやかネット、地域教育協議会でも、たこあげ・ゲーム大会といって、地

域の子どもたちが中学生から保育園・幼稚園の子どもが一緒に行う行事が

十数年続いている。その点も生かしながら、グランドデザインも考えても

らえればと思う。 

 

委  員： 委員へのお願いになるが、摂津市ではHPでも様々な情報が公開されている。

鳥飼グランドデザイン等、鳥飼地域の情報を収集してみてほしい。 

 

会  長： ありがとうございました。時間の都合、ご質問いただいた内容については

後日事務局から回答をお願いする。 

 

（２）鳥飼地域の学校再編に関する検討経緯について 

 ○事務局より資料３説明 

 

（３）その他 

 ○事務局より、次回開催案内 

 


